
だ。

関電不動産、100億円でオフィスビル中之島エリア積極投資関西電力グループの関電不動産開発は、大阪市中心部の中之島エリアにあるオフィスビルを取得した。取得額は約100億円とみられる。大阪屈指の繁華街である梅田に近い中之島一帯は、街としての成長余地が大きい。エリア内で注力しているタワーマンション開発と並行し、オフィスビルにも積極的に資金を投じ、収益拡大につなげる。職住両面で街づくり三井住友ファイナンスは建設用仮設機材レンタ
&リース子会社のSMFLみらいパートナーズ(東京・千代田)と共同でマニュライフ生命保険から「マニュライフプレイス堂島」(大阪市北区)の土地と建物を取得した。地上12階建て、延べ床面積約7700平方の中規模オフィスビルJR東西線・北新地駅にほど近く、四つ橋筋沿いに立地する。ビル内に

マニュライフプレイス堂島は
四つ橋筋沿いにある

「地下鉄四つ橋線
西梅田駅

JR東西線

北新地駅

ルのアクトワンヤマイチるほか、名刺管理サービスのSansanの関西
支店も入る。

大阪市内でオフィスビ「ルを取得するのは、MIて現社名の関電不動産開
「など周辺まで広がるエリア一帯では、24年夏に東洋紡の旧本社ビルを香港の不動産ファンドから300億円超で取得したば(大阪市)が本社を構え D都市開発を吸収合併しかり。このビルは再開発を計画している。不動産サービス大手C

2007年8月に竣工した比較的新しい物件のため、関電不動産開発は建て替えなどはしない方「針だ。周辺には同規模のフロアを確保できるオフィスが少ないため、テナント誘致も優位に進めることができるとみる。
マニュライフ

| プレイス堂島

ANAクラウン

○プラザホテル
大阪

四つ橋筋

発となった10年以降では6件目となる。堂島川と土佐堀川に挟まれた中
BRE(東京・千代田)によると、25年1~3月

ィス空室率は1.0%と|かかわらず、中之島エリーも上昇し続けているたている。24年6月には日3年ぶりの低水準となっアの人気も高まっていめ、梅田に拠点を構える 本生命保険や京阪ホール
「た。近隣の梅田では新街る。区「グラングリーン大阪」の開業に伴って大量のオ州、中之島を中心に堂島一期の中之島エリアのオフ フィス供給があったにも

CBREの二之宮久美
ことが難しいテナントが「中之島や堂島に流れてい子シニアアナリストはる」と指摘する。「梅田は人気が高く賃料

梅田の想定成約賃料は1坪(約3.3平方 )あたり2万2180円。交通アクセスもよい中之島(1万9840円)や堂島(1万8000円)の割安感が意識されている。関電不動産開発はオフィス投資による収益効果は高いとみる。関電不動産開発や親会社の関西電力は中之島に本社を置く。近年は中之島エリアの潜在性に着目し、不動産開発を加速し
る。

ディングスとともに中之島の中心部に再生医療の拠点「中之島クロス」を開業した。中之島クロス近くでも約7000平方の土地を使った再開発計画を進めている。堂島川を挟んだ北側では46階建てのタワーマンション「シエリアタワー中之島」(大阪市福島区)の建設が進む。20年3月から物件の引き渡しを始める予定だ。職住両面で投資と開発に力を入れ、街としての求心力を高め(田村匠)
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